
院長親展 石医臨発 24号
令不日5年 1月 11日

石川県医師会臨床検査センター

新規受託項目のご案内

時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は格別なご愛顧を賜り、誠に有り難く厚くお礼申し上げます。

この度、下記項目につきまして、検査の受託を開始いたしますのでお矢□らせいたします。

◆後とも当検査センターをご利用くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

0新規受託項目

【感染症遺伝子検査】

腟 トリコモナス及びマイコプラズマ 。ジェニタリウム/リ アルタイム PCR
(TV・ MG/PCR)

腟 トリコモナス (Tttchomonas vaginal泊 :TV)は世界で最も感染者数の多い性感染症の原

因であり、男性では尿道炎、女性では腟内のかゆみやただれを31さ起こす原虫です。診断に

有用とされている培養法では結果を得るまでに 1週間程度を要することから、TV症に対す

る高感度かつ迅速な確定診断法の確立が強く望まれていました。また、マイコプラズマ・ ジ

ェニタリウム (Mycoplasma genttaiium:MG)は尿道炎、子宮頸管炎や骨盤内炎症性疾患

をヨ|き起こす細菌ですが、合成培地での培養が困難なこともあり、菌の存在を確認できる簡

便な診断方法の確立が求められていました。この度、TV及び MGの核酸を同時検出する本

検査が、TV感染又は MG感染の診断補ロノ勾を使用目的として保険適用されましたので受託を

開始いたします。

なお、ご不明声d点がありましたら下記にご連絡ください。

(担当 :検査課 山□、朝川  検査室直通電話番号 :076-239-3832)
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□

受託開始日

令不□5年 1月 4日 (水 )

ご依頼分から

項目名

腟トリコモナス及びマイコプラズマ・ジェニタ

リウム/リ アルタイムPCR(TV・ MG/PCR)

項 目 No

3817



◆検査要頃
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腟トリコモナス及びマイコプラズマ・ジェニタリウム

同時核酸検出

TV・ MG/PCR(3817)

(親)TV・ MG/PCR
(子)腟 トリコモナス

(子)M・ ジェニタリウム

(栄見)6B643-OOOO-099-862-01
(子)6B643-OOOO― 099-862-51

(子)6B643-OOOO-099-862-52

160234150

腟擦過物および〒富頸部擦過物

尿 (初尿)4.5～ 6.3mL

隆擦過物および子富頸音B擦過物 :CT/NG PcR S

尿       iCT/NG PcR U

室 温 (開封厳禁 )

4～6日

リアルタイム PCR法

陰  性

な  し

陰性、陽性

350点/150点 (微生物学的検査)

腟 トリコモナス及びマイコプラズマ。ジェニタリウム同時核酸検出は、

リアルタイム PCR法により、腟 トリコモナス感染症を疑う患者であ

つて、鏡検が陰性又は実施できないもの又はマイコプラズマ 。ジェニ

タリウム感染症を疑う患者に対して治療法選択のために実施した場合

及び腟トリコモナス感染症又はマイコプラズマ 。ジェニタリウム感染

症の悪者に対して治療効果判定のために実施した場合に算定する。

「D023」 微生物核酸同定・ 定量検査の「 10」

専用容器以外では検査できません。

淋菌及びクラミジア・ トラコマチス/リ アルタイム PCR(コー

ド3816)との同時依頼はできませんので、月」途単独検l本にて

ご提出ください。

検査項目名称

センター正式名称 (No)

結果名称

」LAClOコ ード

レセプト電算コート
｀

検体跡要量

容 器

保存殉法

所要日数

検査方法

基 準 値

単 位

報告範囲

保険点数/判断料

保険区分

備 者



5回

0

子富頸管検体

0

子富顕部の粘液除去
スクプ検体 l黒取セットエ付属のドライスワプで

子富顕曽とその周辺の過剰な粘液を十分拭い

取ります。

1注な:1占液を拭つたスワプは腕車します。

子富駅管検体の保存
コパスPCRメ デイアのキヤップを開けます。採取

したスワプの先崎が、コパスPCRメ ディアの溶液

に演からないように注意しながら入 11、 柄に付け

られた黒い線を容器の線に合わせます。

子宮顕曽検体の採取
付属されているフロックスクプを子富顕曽内に

挿入します。同じ方向にそつと5回 スワプを回

します。(回 しすぎないてください。)スワプを引

き抜く際は塵の粘膜に触れないように注意して

ください。

コバスPCRメ ディアの容器の線を利用して、

スワプの柄に付けられた線の部分でスワプの

柄を折ります。コパスPCRメ ディアのキヤツプを

しっかりと閉めます。

1注 意〕手元に麟つた折れた柄は茂票してくだとい。スクブ
の柄を折る藤は傷斜にはき,,を 使用しなぃてζ処

腟検体

使用するスワプ

付属されているドライスクプのみを使用します。

フロックスワプは使用しないてください。

②

鰹検体の保存
ヨバスPCRメ ディアのキヤップを開けます。採取

したスワプの先端が、コパスPCRメデイアの溶液

に演からないように注意しながら入れ、柄に付け

らイ1た 黒しヽ線を害器の想に合わせます。

腟検体の採取
片手でドライスワプの黒い線の下側の柄を持ち、

腟日から5cmほど挿入します。ドライスワプを塵壁

にこすりつけるようにして時計回りに約30秒ほど

ゆっくりと回します。スワプを慎重に引き抜きま

す。コパスPCRメディアに保管するまでは先端部

がどとにも触れないようにしてください。

コパスPCRメ ディアの蓉器の捺を利用 して 、

スワプの柄に付けられた線の部分でスクプの

構を折ります。コパスPCRメ ディアのキヤツプを

しつかりとFBめます。

1濃 意〕手元に残った折れた柄は廃票してください。スワブ

の柄を折る際は絶対にはさ力を使用しないてください。

検体採取上の注意
●コパスPCRスワプ検体採取セツトI付属の検体採取スワブ以外は使用しなしヽでください。

●検体に大量の血液が混入した場合は正しい結果がl尋 られない事があります。

●粘液を十分除いてから検体を採取してください。

●コバスPCRメデイアには検体を採取したスワプのみ入れてください。

スワプを保存したコ
'(ス

PCRメディアは2～30Cで 12ケ月安定です。

一般的な注意
●子宮頸曽検体を採取する前にスワプをコ′くスPCRメディアに浸さないでください。

●コパスPCRメディアの液体の飛散には十分と注意ください。

●検体を採取したスワプは速やかにコ′くスPCRメ ディアに入れてください。

●コパスPCRメディアは絶対に凍結し声ょぃてください。

検体採取上の注意
●BパスPCRスワブ検体1票取セツトⅡ付属のドライスワブ以外は使用しないてください。

●検体に大量の血液が混入した場合|よ正しい結果が得られない事があります。

スワプを保奪したコバスPCRメディアは2～90℃ で12ケ 月安定です。

一般的な注意
●腟検体を採取する前にドライスワプをコパスPCRメ ディアに浸さないてくださしヽ。

●コパスPCRメ ディアの液体の飛散には十分琶注意ください。

●検体を採取したドライスワブは速やかにコブくスPCRメ ディアに入れてください。

●コパスPCRメディアは絶対に凍結しないてください。
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②

尿

0

尿検体の採取
滅歯済み害器に初尿を採取 します。滅薗済み

スポイトを用いて、初尿をコパスPCRメ ディアに

移します。

I注な】初尿は保取後2-30Cで 24時鶴以内にPCRメ デイア

に移してください。

漂検体の保存
コパスPCRメ デイアの盤をしつかりと醐めて

ください。

検体聴送波への題濁
ヨパスPCRメ ディアに配増されている2つ の
ラインの間に収まるように初尿を加えてくださtヽ。

コパスPCRメディアをも回転倒混和させてくだ

さい。

検体採取上の注意
●初尿はPCRメディアに騒己賊されている2つのラインの関に収まるように力瞬えてくだ型ぃ!

●検体に大量の血液が渥入した場合は正しい絡栗が得 られない事があります。

●初尿は2～30℃で24時間以内にコバスPCRメ ディアに移 してください。

尿検体を保存したコパスpCRメディアは2～30Cで 12ケ月安定です。

一般的な注意
●女性の尿を採取する前は消薄しないでください。

●月経中の恩着からは尿検体を採取しないでください。

●最後の排尿から少ナょくとも1時 R瑶以上経過していることを確路思してください。

●コパスPCRメディアの液体の飛敗に十分己注意ください。

●コパスPCRメ ディアは絶対に凍結させ声ょしヽでください。

コ,(ス TVMG 製造,韻 売承露器弓 30300こZX00066000

コパスPCRスワブ検体裸取セツト狐 製造販売層出番号:1381X00201000069

ロ ンユ・伊イ アクリステイックス株 式 会 社 〒lo8-0075東 京都港区港南 1-2-70
カスタマーソリューションセンター匿面0120,600‐ 152 http://www.roche― diagnostics.jp
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取り扱い上の注意
●下B己の不具台がある場合は使用を控え、別の新しいコパスPCRメ ディアを使用してください。

,コ パスPCRメデイアから液体が漏れている。

・ヨパスPCRメデイアのキヤツプや外側に結晶が付着している。

コパスPCRメデイア容吾呂が破損している。

●コパスPCRメ ディアは、塩酸グアニジンを含みます。呂呉つて皮膚、目および格膜に付着した場合に1よ 、

直ちに大量の水で洗い流してください。必要があれば医師の手当てなどを受けてください。
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用途 :

ドライスワプ

↑

↓

初尿探取の際には消浄Rな未使用の書器、

スポイトをこ使用ください。

容謡、スポイトの再利用はしないでください。

尿 うがい液

添ザlロライン

子富顕曽・腟検体用
コ,(ス PCRスワブ検体探取セットⅢ

製品薔号 610497620 包装■00セット

尿検体用
ヨバスPCR尿・うがい検体採取セットロ

製品番号:519497613 包横 100セ ット

フロックスワプ

用途 :

子富顕曽検体採取

Roche

12205170,A


